●ＫＩＤ‘ＳＡＲＴ羅針盤！プログラムについて

本年度、当委員会が行うＫＩＤ‘Ｓ　ＡＲＴ　羅針盤！は前年度までの対話型鑑賞プログラムと新たに作品創作プログラムを加え展開していきます。
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私たち委員会はＫＩＤ‘Ｓ　ＡＲＴ　羅針盤！について上記の図のような考えをもち事業を構築してまいります。これまでの対話型そして今年度の創作、これらをもとに生まれる新たなプログラムの目的は『子どもたちの感性を引き出す』という大きな軸のもと構築されます。各プログラムがそれぞれの特色を生かし、補完作用を持つことにより、さらに効果の生まれるものであると考えます。今回の新たに行う創作プログラムは表現力、創作力を引き出すためのものです。さまざまな美術作品を鑑賞し、じかに触れ、そして感じたままに表現する、そのことによって子どもたちが選んだ作品により興味を持って頂けるのではないでしょうか。そして事業終了後も自分が描いた作品をもとにご家族の皆様と美術館が話題になり、またみんなで訪れたくなるような事業を展開していきます。
■鑑賞方法とプログラムについて
対話型鑑賞プログラムの特徴はひとつの作品を多人数で鑑賞することにより、たくさんの発想をみんなで共有し新たな発見を見出すことができること、また多くの作品に出会えることができることだと思います。
作品創作プログラムは自身が選んだ作品にじっくりと向き合うことにより、より深い考察に至ることができることだと思います。
どちらも子供たちが単に知識としての作品との関わりではなく、自身の創造力や表現力といった感性を通して作品と向かい合うことを目的としております。

そして二つのプログラムを両立することにより、一層、作品とのかかわり方が広がってゆくものと考えます。
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子どもの感性を引き出し、人間性を育む


私たちのまちの宝物美術館に触れる








